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各部局における火災予防の徹底について（通知）

各部局におかれましては、安全衛生管理の推進に日頃からご尽力いただいていることと存じます。

最近、実験室等での電気関係による火災事故が下記のとおり複数報告されています。

下記の事故例から見受けられるように、特に常時接続されている機器等が出火の原因となっています。また、巡視の際に、テーブルタップが焦げていたり、たこ足配線による延長コードの温度上昇などが見受けられます。

各部局におかれましては、このような事故が発生しないように構成員に注意喚起いただくと共に、コンセント・テーブルタップの温度、接続部の締め付け、ブレーカー容量の確認、及び使用する建物の消防設備と火災警報装置の警報区域などについて、周知徹底をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

事故１　１２月に吹田地区において、電気ストーブの過電流によりコンセントボックスが高

温になり、コンセントボックス内のほこりが燃えたが、異臭に気付きコンセントボック

ス内を焦がしたのみで大事にはならなかった。

　　

事故２　２／１９（日）に吹田地区において、２４時間運転の空調機用電気式蒸気加湿器が過電

流？により出火、通行人が消防署に通報し研究科にも連絡を行った。

消防署が到着後、消火活動を行い鎮火した。

なお、通報者が連絡するまで建物内に居た人は出火していることが判らなかった。
